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　連合岩手は２月 27 日（木）岩手教育会館で「2025
春季生活闘争勝利 2.27 岩手県中央総決起集会」を
開催しました。約 170 名 が 参加し 2025 春季生活
闘争勝利に向けてたたかう意志統一をしました。
　冒頭、伊藤闘争委員長は、「賃金も物価も上が
るという社会的規範（ノルム）に変え、全ての
労働者に報いる賃金引き上げにともにがんばろ
う！」と訴えました。
　第 1 部は、鈴木事務局長が 2025 春季生活闘争
をめぐる情勢や闘争課題の共有化のため情勢報告
を行いました。

　第 2 部は、連合岩手の産別報告として JAM 佐々
木正さん、私鉄複合産別労連藤岡英昭さん、全国
ガス小山信吾さんから各単組における春闘の交渉
状況等の報告をいただきました。
　続いて、盛岡中央地協・遠藤議長が集会アピー
ルを提起、満場の拍手で確認、伊藤闘争委員長の
団結ガンバローで集会を終えました。
　集会終了後は、デモ行進を行い「賃上げ実現！
職場環境改善！　格差是正！　パートの均等待遇
実現！　最低賃金引き上げ！ハラスメントの撲
滅」と声高らかに訴えました。

佐々木　正さん（JAM） 藤岡　英昭さん（私鉄複合産別労連） 小山　信吾さん（全国ガス）

情勢報告・鈴木事務局長 盛岡中央地協・遠藤議長伊藤闘争委員長（連合岩手会長）

春闘勝利に向けて　団結ガンバロー 春闘勝利を誓う参加者 春闘要求実現に向けてデモ行進（盛岡市）
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「2025春季生活闘争方針」を確認

「連合岩手第49回地方委員会」で闘う意思統一

　2025 年 2 月 7 日（金）岩手県高校教育会館において第 4 ９回地方委員会を開催しました。議長団に長
谷部友春委員（岩教組）、菅野貴治委員（JAM）を選出し議事を進行しました。
　地方委員会の開会にあたり、伊藤会長があいさつ、その後、来賓の岩手県労働者福祉協議会金田一文
紀副会長（東北労働金庫岩手県本部長）から激励と連帯のご挨拶をいただきました。
　報告の部では、2025 年度一般活動報告。議事の部では、第 1 号議案 2025 春闘方針、第 2 号議案第 50
回衆議院議員選挙および参議院議員補欠選挙の取り組みのまとめが承認され、すべての報告・議案の審
議が終了しました。
　地方委員会終了後、「2025 春季生活闘争・闘争開始宣言集会」を行い、「みんなでつくろう！賃上げが
あたり前の社会」、「みんなでつくろう！働く仲間の労働組合」の実現に向け一致団結して闘う意思を統
一するとともに、伊藤闘争委員長の団結ガンバローで 2025 春季生活闘争をスタートさせました。

伊藤会長あいさつ

議長団　長谷部委員（岩教組） 菅野委員（JAM） 春季生活闘争方針（案）提起　佐々木副事務局長 団結ガンバロー

来賓あいさつ　労福協 金田一副会長
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　県内各地から、第 49 回地方委員会に参加された各構成
組織・地方委員の皆さま、大変ご苦労様です。会長の伊藤
です。
　例年、この時期に開催する地方委員会ですが、本日の地
方委員会には、大変お忙しい中、ご来賓として、岩手労福
協より金田一副会長に出席いただいております。ありがとう
ございます。後ほどご挨拶をいただきたいと思います。また、
連合本部から、本日はメッセージを頂戴しておりますので、
後ほどご披露させていただきます。
　また、各構成組織より参加された地方委員の皆さま、特
別地方委員の皆さまには、日頃の奮闘に対し敬意を表しま
すとともに、本日は、連合岩手の前進に向けた討議となりま
すことを期待するものです。
　さて、連合岩手が昨年 10 月23 日に年次大会を開催して
から、３ヶ月あまりが経過しました。私からは、本日の議案
にも関わりますが、ここ最近の情勢も踏まえ、これからはじ
まる春闘の話題に絞って触れさせていただき、ご挨拶とさ
せていただこうと思います。
　まずは、昨年の 2024 春闘についての振り返りです。連
合は「未来づくり春闘」として、経済社会のステージ転換
を着実に進めることを基本に据え、経済成長や企業業績の
後追いではなく、産業・企業、経済・社会の活力の原動力
となる「人への投資」を起点として、ステージを変え、経済
の好循環を力強く回していくことをめざしました。さらには、
経済も賃金も物価も安定的に上昇する経済社会へとステー
ジ転換をはかる正念場でもありました。結果として、連合全
体での集計が 33 年ぶりとなる５％超えを果たしたほか、岩
手においても、2000 年以降最高の引き上げとなり、本部集
計をも上回ることができました。これらの結果については、

連合本部としても、ステージ転換にむけ大きな一歩を踏み
出したとして、評価しているところであり、改めて、ご奮闘
いただいた各構成組織の皆様に敬意を表し、感謝申し上げ
ます。
　一方、実質賃金についてです。厚生労働省は２月５日、
2024 年分の毎月勤労統計調査を発表しました。
　まずは、労働者が実際に受け取った、いわゆる名目賃金、
現金給与総額は 2.9％増の月額 34 万 8182 円で、33 年ぶり
の高い伸びとなり、連合集計の傾向とも一致しております。
ちなみに、現金給与総額のうち、基本給に対応する「所定
内給与」は 2.1％増の 26 万 2347 円で、30 年ぶりの高い伸
びとなり、ボーナスを含む「特別に支払われた給与」が 6.9
％増の６万 6192 円で、比較可能な 2001 年以降で過去最
高の伸びとなっています。就業形態別にみると、フルタイム
の一般労働者が 3.2％増の 45 万 3445 円、パートタイム労
働者が 3.8％増の11 万 1842 円で、いずれも過去最高額と
なりました。それでは実質賃金はどうだったかというと、実
質賃金の計算に使用する消費者物価指数が 3.2％上がった
ことにより、この物価上昇分を差し引いた実質賃金は、0.2
％減となりました。これにより、実質賃金のマイナスは、３
年連続となります。つまり残念ながら、物価の伸びに賃上
げが追いついていない、ということになります。これは、生
活が向上したと実感している人が少数にとどまっていること
や、個人消費が低迷していることの裏付けとも言えるんだろ
うと思っております。ただ、昨年１年間の実質賃金を月別に
見た場合、プラスになったのは６、７月と11、12 月で、ボ
ーナスの大幅増の影響とも言える訳ですが、ゼロ近傍に近
づきつつあるとも見える訳で、2025 春季生活闘争での賃金
引き上げがカギとも言えるでしょう。
　本日は、その春季生活闘争方針などをご審議いただきま
す。とりわけこの春闘方針については、私たち働く者、労
働組合の力を結集し、力強く今後の取り組みを進めていく
ためにも、ぜひ、地方委員の皆さまの真摯な討論によって、
確立いただきますことをお願い申し上げながら、私からの挨
拶とさせていただきます。本日は、よろしくお願いいたします。

連合岩手第49回
地方委員会あいさつ

会長　伊藤　裕一
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ワークルール検定2025　

この印刷物に使用している用紙は、森を元気にする
ための間伐と間伐材の有効活用に役立ちます。

チラシ配布の様子

石塚会長に要請書を手交する伊藤会長

村上オルガナイザー

「2025春季生活闘争に関する
経営者協会との懇談会」

岩手県議会議長への請願、
岩手労働局への請願

2025連合アクション　連合の日キャンペーン

　2025 年 3 月7日（金）、アートホテル盛岡にお
いて、岩手県経営者協会に「2025 春季生活闘
争」の重点政策についての申し入れを行いました。

「賃金も物価も上がる」という社会的規範（ノル
ム）を定着させることで、経済の好循環を生み
出していくことが重要であることについて相互の
理解を深めました。

　2025 年 3
月13日（木）、
岩 手 県 議 会
議 長に対し、

「最低賃金の
改正」「賃金・
労働条件の改
善」「価格転
嫁」などに関わる請願書を提出、
意見交換を行いました。
　3 月11日（火）には岩手労働
局長、その後岩手県商工 4 団体
に対し要請を行いました。

検定期間	 2025 年 6月7日（土）～15日（日）
	 （受験日時は、受験者が申込時に選択）

初級45分・中級80分
開 催 地	 全国 47都道府県
実施方法	 ㈱ CBTソリューションズが提供するCBT 試験方式にて実施
検 定 料	 初級 2,900 円（検定+事前講習（web））
		（税込）	 中級4,900 円（検定のみ）

9,900 円（検定+中級講習（web））
検						定	 2025 年 3月3日（月）～4月25日（金）
申込期間	 ※連合岩手加盟の組合員は、構成組織・単組を通じてお申し込み下さい。

構成組織には、別途発文にて申し込み方法をお知らせいたします。

　3 月5日( 水 )、「０５（れんごう）の日」に合わせ
て盛岡城跡公園亀ヶ池前で、「3 月6日は『サブロク
の日』」、「2025 春季生活闘争」、「組織拡大」につ
いて、伊藤会長ほか 2 名が課題提起や連合取り組
みなどを雪の降る中、街頭に立ち訴えました。

春
〈後援〉　厚生労働省・日本生産性本部・全国社会保険労務士会連合会 初級 中級

連合岩手推薦組織内県議と議長へ請願

粟村労働局長への申し入れ
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